
 

 

 

 

令和 5 年 3 月 31 日 

道 路 局 国道・技術課 

 

点検支援技術性能カタログを拡充 
橋梁・トンネル・舗装の点検支援技術を追加、道路巡視の支援技術を新規掲載 

国土交通省では、道路構造物の点検の効率化・高度化を推進するため、点検に活用可能

な技術をとりまとめた「点検支援技術性能カタログ」を策定しています。 

この度、橋梁、トンネル、舗装の点検に活用可能な57技術を点検支援技術性能カタログ

に追加しました。舗装については、令和5年 4月に更に追加する予定です。 

また、道路巡視に活用可能な技術についても5技術を新たに掲載いたしました。 

点検支援技術性能カタログは、国が定めた標準項目に対する性能値を開発者に求め、国

管理施設等において技術を検証した結果をカタログ形式でとりまとめたものです。 

直轄国道の橋梁とトンネルの定期点検の一部項目において、今年度から点検支援技術の

活用を原則化しており、直轄国道の舗装の定期点検においても、令和5年度から点検支援

技術の活用を原則化する予定です。この際、点検支援技術性能カタログに掲載された技術

の中から基本的に選定します。 

引き続き新技術の積極的な活用と、これによる点検の効率化・高度化を進めてまいりま

す。 

（ご参考）国土交通省ホームページ https://www.mlit.go.jp/road/tech/index.html 

 

■掲載技術数 

＜橋梁・トンネル＞ 
項目 掲載数 （追加数） 

画像計測 93 （25） 

非破壊検査 52 （10） 

計測・モニタリング 67 （12） 

データ収集・通信 3 （0） 

計 215 （47） 

＜舗装＞       ＜道路巡視＞ 

項目 掲載数 (追加数)  項目 掲載数（新規） 

ひび割れ率・わだち掘れ量・IRI 13 （10）  ポットホール 5 

 

 

＜お問い合わせ＞ 

（橋梁・トンネル）道路局 国道・技術課 技術企画室        松實、豊田 

（舗装・道路巡視）          道路メンテナンス企画室  杉本、中岡 

代表：03-5253-8111（内線 37862）  

 

 



点検支援技術性能カタログ
○ 点検支援技術性能カタログは、国が定めた標準項目に対する性能値を開発者に求め、開発者から提出されたものをカタログ形

式でとりまとめたもの。
○ 直轄国道の橋梁とトンネルの定期点検の一部項目において、令和４年度から点検支援技術の活用を原則化。令和５年度から

は原則化項目を拡大
○ 直轄国道の舗装の定期点検においても、令和5年度から点検支援技術の活用を原則化する予定。（カタログの中から一定以上

の精度が確認されている技術を選定）

画像計測

・橋梁 ：61技術
・トンネル：32技術

・橋梁 ：31技術
・トンネル：21技術

・橋梁 ：53技術
・トンネル：14技術

非破壊検査

計測・モニタリング

・3技術

＜主な掲載技術＞

データ収集・通信

【橋梁・トンネル】

ﾄﾞﾛｰﾝによる損傷把握 ﾚｰｻﾞｰｽｷｬﾝによる変状把握 AEｾﾝｻを利用した
PCｸﾞﾗｳﾄ充填把握

光ﾌｧｲﾊﾞｰｾﾝｻｰよる
橋梁モニタリング

レーダーを利用した
トンネル覆工の変状把握

トンネル内附属物の
異常監視センサー

センサー

トンネル
照明

・5技術

ポットホール

※国土交通省ホームページ https://www.mlit.go.jp/road/tech/index.html

ひび割れ率・わだち
掘れ量・IRI

【 舗 装 】

AIによる路面性状解析

・13技術

車載装置による路面性状測定
スマートフォンやドライブレコーダー

による舗装損傷検知
３次元レーザーセンサ
を用いた舗装損傷検知

□：ポットホールを

検知

【 道 路 巡 視 】

（H３１．２ ～）

（R４．９ ～） （R５．３ ～）



令和４年度 新規掲載技術の例＜橋梁＞
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画像計測技術（１５技術） 非破壊検査技術（８技術）

箱内空間が狭い箇所等
における近接目視

塩化物イオン測定のための、
削孔による試料採取

目視による遊間の異常の把握

計測・モニタリング技術（９技術）

○ 令和４年度は、令和４年９月に続き、橋梁の点検に活用できる技術を新たに３２技術追加

○ 小型ドローンによる箱桁内部の画像計測技術、中性子による塩化物イオン濃度を測定する非破壊検査技術、

遊間の変位を常時計測し、異常を検知する計測・モニタリング技術等を追加

小型ドローンを箱桁外で操作しながら、
箱桁内部の動画を撮影し、損傷状況を把握

中性子をコンクリート表面から照射し、構
造物に内在する塩化物イオン濃度を測定

遊間の変位を常時計測し、異常を検知

＜掲載技術名＞
狭小空間専用ドローンIBIS(アイビス)を
用いた溝橋及び箱桁内部点検技術

＜掲載技術名＞
IoTを活用した変位量を常時計測するモニタリ
ング技術

＜掲載技術名＞
非破壊塩分検査装置「RANS-μ」

（検出項目：ひびわれ）
（検出項目：塩化物イオン濃度） （検出項目：遊間の異常）

ドローンによる画像

小型ドローン

操作の状況

測定の状況

測定結果の例
(コンクリート表面からの塩分濃度を検知）

本体（抵抗式位置センサー）

本体・固定端距離



令和４年度 新規掲載技術の例＜道路トンネル＞

○ 令和４年度は、令和４年９月に続き、道路トンネルの点検に活用できる技術を新たに１５技術追加

○ 腐食の度合いを判定する技術、AIによる打音異常判定技術、点群データより変形の進行を把握する技術等

を追加
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画像計測技術（１０技術） 非破壊検査技術（２技術）

撮影画像から附属物等の
腐食度合いを判定

打音ハンマーによる打撃波形
からAIにより打音異常を判定

トンネルの変位・変形等を3次元
モデルで可視化

計測・モニタリング技術（３技術）

＜掲載技術名＞
腐食判定アプリ「カラー・ジャッジ」

＜掲載技術名＞
トンネル覆工の３Dモデル構築と点群差分解
析による変形の算出技術

＜掲載技術名＞
AIを用いた打音検査解析によるコン
クリートの診断システム

（検出項目：鋼材腐食） （検出項目：うき） （検出項目：変位）

撮影画像 腐食判定
（緑色メッシュ部が腐食）

近接目視により、附属物等の
鋼材腐食の状況を確認

打音検査により、うき等による
打音異常の有無を確認

断面計測結果のとりまとめ



令和４年度 新規掲載技術の例＜舗装＞

○ 性能評価項目（ひび割れ率・わだち掘れ量・IRI）の全て、またはいずれかの評価項目を、すべての区分（Ⅰ・
Ⅱ・Ⅲ）で判定できる技術であり、かつ、一定以上の精度が確保されていた技術を、新たに１０技術追加。
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ひび割れ率・わだち掘れ量・IRI判定技術（１０技術）

目視により路面性状を確認 手入力による路面性状の記録

＜掲載技術名＞汎用機材を用いたAI舗装損傷診断システム（マルチファインアイ）＜掲載技術名＞路面モニタリングシステム

（検出項目：ひび割れ率、わだち掘れ量、IRI） （検出項目：ひび割れ率）



令和４年度 新規掲載技術の例＜道路巡視＞

○ 10～20cm、20cm以上のポットホールの位置を特定できる技術であり、かつ、一定以上の精度が確保されて
いた５技術について、カタログに新たに掲載。
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ポットホール 除草、建築限界 落下物パトロール車

【パトロール車からの目視確認項目の一例（必要に応じて降車して措置を講ずる） 】

ポットホール検出技術（５技術）

＜掲載技術名＞DrawｰAI（Diagnose roads with AI）＜掲載技術名＞車載簡易装置による道路点検システム「GLOCAL-EYEZ」
（検出項目：ポットホール） （検出項目：ポットホール）


